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　１月３１日、みやぎ蔵王七ヶ宿スキー場のゲ
レンデ内において「七ヶ宿スキー場３０周年記
念感謝祭」が開催されました。寒空のもとでの
イベント開催にも関わらず、約５００名が会場
を訪れ、トーチ滑走や花火を楽しみました。
　トーチ滑走では高畠スキークラブ、七ヶ宿ス
キークラブの方々が松

たい

明
まつ

を掲げながら一列に
なって滑り、幻想的な光のラインをゲレンデに
灯しました。また、３０周年を記念した打ち上
げ花火が５００発程打ち上げられ、冬の夜空に咲いた美しい花々に歓声が上がりました。
　会場では、来場者に甘酒が振る舞われ、身も心も温まるひとときとなりました。

　２月１９日、七ヶ宿スキー場で毎年恒例の町内小中
学校スキー大会が開催されました。スキー場のオープ
ンした年からスタートしたこの大会は、今回で３０回
目を迎えました。前日までは雪が降っていましたが、
当日は天候にも恵まれ絶好のスキー日和となりました。
この日のためにスキー教室の授業や、家庭でも練習に
取り組んだ成果を上げようと、子供たちはみんな真剣
な眼差しで滑っていました。

　七ヶ宿中学校の生徒５名が、２月６日～８日に行わ
れた「第 52 回全国中学校スキー大会」に出場しまし
た。アルペン競技に２年橋本拓弥くん、クロスカント
リー競技に２年佐藤公紀くん、１年今野元揮くん、今
野純くん、佐藤美沙希さんが出場しました。選手たち
は、日頃積み重ねた練習の成果を存分に発揮しました
が、惜しくも上位入賞には至りませんでした。今後の
活躍を期待しております。

「みやぎ仕事作文コンクール」で、七ヶ宿小学校の６年生
の小松潤

うるう

くんが最優秀賞、吉野莉
り

央
お

くん、鼬川拓
たく

己
み

くんが
優秀賞を受賞、秋葉珠

じゅ

莉
り

さんが入選という輝かしい成績を
収め、２月１６日に県庁で行われた表彰式で作文を発表し
ました。なお、潤くんは昨年に引き続き２年連続での最優
秀賞の受賞となりました。児童たちの今後のさらなる活躍
を期待しております。受賞した児童たちの作文は次のペー
ジに掲載しておりますのでご覧ください。

　２月３日節分の日に、関保育所で豆まきが行われました。子供たちは手作りのお面を着け、豆
を入れるバッグを持ち、元気いっぱいでした。赤鬼と青鬼の登場で、中には泣き出す子もいまし
たが、すみれ組の子供たちを筆頭に「鬼は外！」と大きな声で叫びながら、鬼に向かって力いっ
ぱい豆を投げつけていました。子どもたちの元気な活躍で、無事に悪い鬼たちを追い払うことが
できました。鬼退治のあとは、拾い集めた豆を笑顔で頬張っていました。

　１月２８日、七ヶ宿スキー場で小中学校合
同のクロスカントリー教室が開催されました。
自衛隊船岡駐屯地から、元五輪選手の坂部郁
代さんをはじめ６人の講師の方を迎え、スケー
ティングの技術を教わりました。中総体東北
大会や全国大会出場が決まっている中学生は、
大会に向けて本格的な指導を受けていました。
始めたばかりの小学１年生も、この日のため
に七ヶ宿スキー場の方が制作したオートキャ
ンプ場の特設コースで、のびのびとクロスカ
ントリーを楽しんでいました。

七ヶ宿スキー場30周年記念感謝祭を開催

第３０回七ヶ宿町小中学校スキー大会

七中スキー部  全国大会に出場祝 七小生「みやぎ仕事作文コンクール」で最優秀賞を受賞

保育所豆まき 小中学校合同クロスカントリー教室

見事なトーチ滑走を披露

１秒でも速くゴールへ！

左から鼬川拓己くん、小松潤くん、
吉野莉央くん、秋葉珠莉さん

手作りのお面で、色とりどりの鬼に変身！
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